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～１０日間頑張りました！！～ 

 中学部では、６月 20日（月）～７月１日（金）まで、前期校内実習が行わ

れました。「働くことの勉強」である校内実習。１時間目から６時間目まで、

「木工班」と「工芸班」の２班に分かれて作業をしました。頑張ったらお給

料がもらえることをモチベーションに、生徒たちは自分で立てた目標達成に

向け頑張りました。その日の作業を時間いっぱい集中して作業に取り組み、

一日の振り返りで、できなかったことなどを反省し、翌日に頑張る姿勢もみ

られるなど、一人一人に成長がみられた 10日間でし 

た。木工班では、のせっこⅡブラックの製作、畑の管 

理などの作業に取り組みました。工芸班は、午前の 

は牛乳パックを使った紙漉き、漉いた紙を用いた短 

冊やタグづくり、午後は缶つぶしやシュレッダー 

がけなどの作業に取り組みました。 

 

 

 

 

今年度の前期の実習では、木工班も工芸班も「缶つぶし」の作業を行いま

した。暑い中、時間いっぱい集中して缶をつぶし、みなさんからの協力で集

められた空き缶は全部なくなりました。つぶした缶の量は昨年度の分も含め

て、2トントラックの荷台がいっぱいになるほどでした。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進路通信                岩手県立気仙光陵支援学校 

                                            進路指導部 

                 第２号  令和４年７月２２日発行 

 

高等部１年 

 校内班では「農耕環境班」「廃プラ班」「手芸班」「リサイクル班」を経験し

ました。1 日を通して、草取り・作物の収穫・リサイクル作業、手芸作品製

作など、力いっぱい活動しました。１年生にとっては初めての高等部での実

習。働くことについて、しっかり向き合った 10日間でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

高等部２年 

２学年では、一般企業、就労移行支援事業所、就労継続支援事業所など計

１２ヶ所の企業や事業所で実習をしてきました。 

今回が初めての現場実習ということもあって、始めは緊張が見られた生徒

も、日を重ねるごとに表情もほぐれ、自分の仕事に真剣に向き合う姿が見ら

れました。生徒一人一人にとって、成果と課題が見つけることができた実習

でした。また、自分自身の現状を把握し、自分に合った仕事は何かを考える

ことができたと思います。後期実習では、3 年時の進路決定につながる実習

になるように、日々の学校生活や作業学習を意識して取り組んでいきたいと

思います。 

 

 

 
 

   

 

 



 

 

 令和２年度に卒業した石頭真樹さんは、就労継続支援 B型事業所「釜石市

福祉作業所」で元気に働いています。作業内容は、SMC釜石工場の下請け作

業（部品組み立て）がメインとなっています。作業所全体でのノルマは１日

8000個ですが、石頭さんは約半分の 4000個を一人で担っています。難しい

仕事ではないのですが、果てしなく続く作業でも最後まで飽きずにこなし、

評価も高いようです。そして「欠勤・早退・遅刻」が全くないそうです。働

いている姿がとても明るいので、事業所側からの「信頼」を得たようです。 

 施設長さんが学校に求めていることも伺いました。 

☆「スピード」よりも「正確性！！」 この２つがあればなおベスト！！！ 

☆「働く気持ち」を在学中に育てること。 

☆福祉サービス事業所でも、仕事をしている「意識」をもつこと。 

 一生懸命に働いているので、工賃もアップしているそうです。 

高等部３年 

 今年度は最高学年になったこともあり、卒業後に向けて実習先を固める人

や新たな実習先にチャレンジをする人など、それぞれの事情を反映させた実

習となりました、実習先は、「三陸ラボラトリ株式会社」、「朋友館」、「慈愛福

祉学園」、「＠かたつむり」、「エクセルシオール」、「フレッシュファーム遠

野」で行いました。昨年の「経験する実習」とはうって変わり、意識や態

度、集中力などを高めて実習に臨む生徒や、実習中に大きな課題が見つか

り、今後の取り組みに期待される生徒など、進路先を「選択・決定する」

ことに第一に取り組むことができた実習でした。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆8月 2日(火) 令和４年度気仙圏域ネットワーク会議 

※特別支援学校等に在籍する生徒の進路指導を推進するために、 

関係機関と必要な情報を共有するための会議です。 

【中学部】 

7月 28日(木) 高等部一日体験入学(中３) 

9月 21日(水) 後期校内実習事前学習 

9月 26日(月)～10月 7日(金) 後期校内実習 

10月 11日(火) 後期校内実習事後学習 

【高等部】 

8月 26日(金) 就労支援セミナー (高３就職希望者) 

9月 20日(火)、21日(水) 後期校内・産業現場等における実習事前学習 

9月 26日(月)～10月 7日(金) 後期校内・産業現場等における実習  

10月 11日(火)～12日(水)  後期校内・産業現場等における実習事後学習 

 

 ６月 14 日（火）中学部第１回目の進路見学会で高等部の作業学習の見学

をしました。高等部の作業学習について知るとともに、前期校内実習や普段

の作業学習で、どのような態度で臨めばよいのかを高等部先輩から学ぶこと

を目的としています。 

学年ごとに分かれ、木工班、手芸班、農耕環境班、調理班、陶芸班の各作

業を見学し、質問したりメモをとったりしながら興味・関心をもって見てい

ました。 

事後学習の振り返りでは、「大きな声で挨拶をしていた」、「集中して作業を

していた」、「協力して作業をしていた」、「安全に気を付けて作業をしたい」、

「ていねいな言葉遣いに気を付けたい」などの感想をまとめ、実習や作業に

取り組む態度について学ぶことができました。また、「高等部に行ったら〇〇

班にはいりたい」、「△△を作ってみたい」など、高等部への期待もふくらん

だようでした。 


